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１．大和川高規格堤防整備事業の概要

１)大和川高規格堤防整備事業の概要

＜大和川高規格堤防の整備状況＞

大和川高規格堤防
要整備区間

平成２２年４月時点

⑪
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②
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⑦ ⑥⑨⑧

⑤

①

⑪
③⑩

②

④
⑦ ⑥⑨⑧

⑤

①

大和川高規格堤防
要整備延長 ４３．６ｋｍ［両岸計（支川含む）］

完了地区

延長（km）地区名番号

0.15若林⑤

0.36長吉瓜破⑥

0.26住道矢田⑦

0.11矢田②⑧

0.07矢田⑨

0.11川北④

0.48安堂③

0.18高井田②②

0.60落堀川⑩

2.63

0.11

0.20

天美北

高井田

大和川完了地区合計

⑪

①

延長（km）地区名番号

0.15若林⑤

0.36長吉瓜破⑥

0.26住道矢田⑦

0.11矢田②⑧

0.07矢田⑨

0.11川北④

0.48安堂③

0.18高井田②②

0.60落堀川⑩

2.63

0.11

0.20

天美北

高井田

大和川完了地区合計

⑪

①

阪高大和川線（一体整備）地区
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床上浸水99戸、床下浸水1,017戸約1,500
低気
圧

平成19年7月

家屋全・半壊2戸、床上浸水33戸、

床下浸水400戸
約1,700

低気
圧

平成11年8月

家屋全・半壊1戸、床上浸水216戸、

床下浸水2,296戸
約2,100

梅雨
前線

平成7年7月

家屋全・半壊269戸、床上浸水6,455戸、

床下浸水15,232戸
約2,500

台風
10号
前線

昭和57年8月

約1,500

約1,700

約1,800

基準地点

(柏原)流
量

（㎥/s）

家屋全半壊10戸、床上浸水891戸、

床下浸水2,700戸

台風
24号

昭和40年9月

死者・行方不明4名､家屋全・半壊18戸、

床上浸水700戸、床下浸水11,717戸

台風
15号

昭和31年9月

死者・行方不明16名､家屋全・半壊1,169戸
床上浸水2,405戸、床下浸水10,868戸

台風
13号

昭和28年9月

被害等原因発生年月日

１．大和川高規格堤防整備事業の概要

２) 大和川流域で発生した過去の水害

昭和57年8月洪水

（戦後最大洪水）

浸水被害状況

大和川

西除川

今井戸川

水害写真３

水害写真２

水害写真１

水害写真３

水害写真２

水害写真１

大和川

西除川

１

今井戸川

大和川

2

3
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天井川である大和川下流域

３) 事業を巡る社会情勢等の変化

低平地に広がる大阪市街地

大阪平野は、大河川に囲まれた低平地となっている。
このエリアに、関西の中枢機能が集積し、洪水被害
のポテンシャルは高い。

阪高大和川線地区

大
和
川

堺市の人口は、昭和35年の約38万人から増加を続け、

平成22年には約84万人（昭和35年の2.21倍）となり、

下流部の浸水想定区域には流域を上回る人口が集積し

ている。

堺市の製造品出荷額は、平成21年時点で約2.6兆円と

なっており、近年は横ばい傾向にあるものの近畿圏53

兆円の製造品出荷額の約5%を占めている。
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※ S40およびS45の製造品出荷額については統計データなし。

淀川

大和川

１．大和川高規格堤防整備事業の概要
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○沖積平野に形成された大和川下流部は、洪水時の河川水位より低い位置にある。
○大和川線地区の氾濫区域内には、阪神高速、国道２６号、主要地方道、南海電鉄等の重要交通網が密集。
○併せて整備される阪神高速大和川線は，東西方向の交通混雑緩和と既存高速道路の利便性向上に大きく寄与する。

■ 主要道路 ：平日２４時間交通量の平均値

・阪神高速４号湾岸線 ：約１０１千台/日

・阪神高速15号堺線 ：約 ６６千台/日

・国道２６号 ：約 ４９千台/日

・主要地方道大阪臨海線 ：約 ５８千台/日

・主要地方道大阪和泉泉南線：約 １２千台/日

・主要地方道大阪中央環状線：約 ９２千台/日

出典：平成１７年度 道路交通センサス

大阪府交通センサス

■ 鉄 道 ： 乗降客数（駅名）

・南海本線 ：約７６千人/日（七道，堺，湊，石津川）

・南海高野線 ：約 ６千人/日（浅香山）

■ 鉄 道 ： 乗降客数（駅名）

・南海本線 ：約７６千人/日（七道，堺，湊，石津川）

・南海高野線 ：約 ６千人/日（浅香山）

阪神高速

阪神高速

４号湾岸
線

４号湾岸
線
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阪
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1515
号
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号
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国

道2626
号号
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要
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方
道

大
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線

大
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海
線

主
要

地
方

道
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要
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道
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線

大
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線
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本
線

南
海
本
線

南
海

高
野

線

南
海

高
野

線

主要地方道主要地方道

大阪中央環状線大阪中央環状線

阪高大和川線地区阪高大和川線地区

３) 事業を巡る社会情勢等の変化

◆ 大都市と重要交通網の形成

１．大和川高規格堤防整備事業の概要
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大和川

阪神高速大和川線

高規格堤防定規断面

まちづくり整備

スーパー堤防整備

築港南島線

阪神高速大和川線

河川区域（高規格堤防特別区域） 河川区域

住宅地 阪高用地

堤防
法面

【地区の概要】
施工箇所：大和川左岸 1.6k～4.7k
事業期間：平成13年度～平成27年度

（※まちづくり部分は除く）
共同事業者：阪神高速道路(株)、堺市
共同事業：大阪府道高速大和川線事業他
延 長：3,100m

阪高大和川線地区では、都市再生プロジェクトに位置づけら
れた大阪府道高速大和川線事業（H26年度末供用予定）と一体的
に高規格堤防整備を実施し、水辺空間を活かした良好なまちづ
くりの形成と、堺市における壊滅的な浸水被害の発生を未然に
防止する。

＜横断イメージ図＞

 

府県域

阪高大和川線地区

大阪府 京都府

や ま と が わ は ん こ う や ま と が わ せ ん

２．阪高大和川線地区の事業概要

１) 阪高大和川線地区 高規格堤防整備事業の概要

三宝
地区

錦西
地区

錦綾
地区

大和川線事業区域 大規模物件用地

一般住宅 高規格堤防整備計画ライン

高規格堤防
整備

L=3,100m

大和川

大和川
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え び え

高規格堤防と大和川線との一体整備区間（3.1km)では、関西ミッシ
ングリンク解消を図る大和川線の完成（平成26年度末）に併せて、高
規格堤防整備事業を推進。

一体整備区間

一体整備区間

都市再生プロジェクト
『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路

一体整備区間一体整備区間

一体整備区間一体整備区間

都市再生プロジェクト
『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路大阪都市再生環状道路

大和川線

２．阪高大和川線地区の事業概要

２) 共同事業の概要

阪神高速大和川線は、新たな環状道路の一部を形成する路線
として、阪神高速湾岸線の堺市堺区築港八幡町から阪神高速松
原線の松原市三宅中までの約9.9kmの自動車専用道路として平成
7年9月に都市計画決定され、平成20年11月に工事着手した。

＜大和川線の事業主体・構造形式等＞

淀
川

左
岸

線
（２

期
）

供用目標 Ｈ２４年度
L=0.6Km

街路事業（合併施行） L=4.3km

三宝
ランプ

松屋町公園

浅香山
浄水場

浅香山公園

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

大
阪
市
立
大

堺市

大阪市

常磐
ランプ

今
池
処
下
理
水
場

松原市

天美
ランプ

大
和
川

三宝下水処理場

三宅西
ランプ

三宅ＪＣＴ
三宝ＪＣＴ

大阪松原線

大和川北岸線

築港天美線

西除川
高架式
掘割式
地下式

【構造形式】

阪神高速阪神高速㈱㈱
有料道路事業有料道路事業L=5.6kmL=5.6km

堺市堺市
街路事業街路事業 L=1.6kmL=1.6km 大阪府大阪府

街路事業街路事業 L=2.7kmL=2.7km

阪神高速㈱ 有料道路事業L=4.3km

鉄砲
ランプ

第１ＪＣＴ

供用目標 平成２６年度末

L=9.9km

スーパー堤防一体整備区間
換気所

大阪府
への工事
委託区間

阪神高速へ
の工事
委託区間

A

A

L=3.1km 街路事業（合併施工）L=4.3km
高規格堤防一体整備区間
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え び え

●国・阪神高速道路㈱による道路

構造物の具体的な費用負担の考

え方の明確化

「高規格堤防整備事業と大阪府道高速大和川線事業との一体整備に
係る工事に関する基本協定」締結

⇒ 大和川線上部の高規格堤防盛土による増工費

H21. 1

●国・阪神高速道路㈱・堺市の相

互の協力による、河川事業・道

路事業と一体整備を行うまちづ

くり基盤整備事業の実施に向け

ての合意

●国と阪神高速道路㈱による、双

方事業にかかる大規模物件（10

施設）の補償にかかる費用負担

の考え方の明確化

●国・大阪府・阪神高速道路㈱・

堺市の相互の協力による、河川

事業、道路事業、まちづくりの

一体整備の円滑な事業推進

●国と阪神高速道路㈱による河川

事業と道路事業の費用負担の考

え方の明確化と双方事業の円滑

推進

「大和川高規格堤防整備事業及び大阪府道高速大和川線事業と一体
的に整備を行うまちづくり基盤整備事業の実施に向けた協定〈まちづく
り協定〉」締結

⇒ 堤防、道路との一体的に整備を行うまちづくり基盤整備事業の実施
に向けての基本的事項、事業手法の考え方

H20.10

「高規格堤防整備事業と大阪府道高速大和川線事業の施行に関する
協定」締結

⇒施工区分、費用負担、大規模物件（10施設）補償

H14. 2

「高規格堤防整備事業及び大阪府道高速大和川線事業並びにまちづ
くりとの一体整備に関する基本協定」締結

⇒ 堤防、道路、まちづくりの一体整備に関する基本的事項、施工区分
、費用負担

H14. 2 

都市再生プロジェクト 第二次決定H13. 8 

都市計画決定（大阪府道高速大和川線）H 7. 9

「大和川左岸における高規格堤防計画と高速道路計画についての覚
書」交換

⇒ 道路構造の一部覆蓋化、増加費用の河川側負担

H 4. 9

２．阪高大和川線地区の事業概要

３) 事業の経緯
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H21年度
まで

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

大和川線工事

補償

錦綾地区

地盤改良

補償

盛土

地盤改良

地盤改良

補償

盛土

大和川線増工費の河川負担金

三宝下水処理場
移転工事

錦西保育所
建設工事

錦西地区

三宝地区

盛土

え び え

【阪高大和川線（一体整備）地区 全体】
•高規格堤防整備に起因する大和川線工事に対する増工費の河川負担金（H20～H26）については、協定締結済み。
•阪神高速道路㈱との共同部分の高規格堤防整備は、平成27年度完了を目指している。
【三宝地区】
•大型移転物件として残っている三宝下水処理場（堺市）を現在移転工事中であり、平成26年度まで移転補償の河川負
担金を支払う必要がある。
【錦西地区】
•平成20年度より仮移転している錦西保育所（堺市）を平成27年度までに本移転することとしており、平成23年度に高
規格堤防盛土を完成させる必要がある。
【錦綾地区】
•大和川線工事（道路部分）の進捗状況に合わせ、平成24年度より高規格堤防盛土を実施する。

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

１) 事業の進捗状況

河川事業 共同事業

三宝下水処理場

三宝下水処理場

移転完了

錦西保育所
本移転地

錦西保育所

移転完了

大和川線
供用開始

錦西保育所 仮移転期間 錦西保育所 新設工事期間

大和川線増工費

盛土沈下養生期間
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え び え

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

１) 事業の進捗状況

三宝地区 錦西地区 錦綾地区

①

写真②（平成２２年１２月）

②

大和川線工事中区間（～H26） （協定締結済）

三宝下水処理場 移転工事中
（～H26） （協定締結済）

錦西保育所 仮移転中(～H26）

（協定締結済）

大和川線躯体築造工事中写真

阪高大和川線地区 L=3.1km

三宝下水処理場の移転完了施設
写真①（平成２２年１２月）

盛土高さ見合い
で施設を建設。

盛土完了箇所

盛土可能箇所

補償中箇所(盛土不可能)

阪高大和川線事業区域

高規格堤防整備計画ライン

高規格堤防盛土高

三宝下水処理場断面図

錦西保育所断面図
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近畿地方整備局近畿地方整備局３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

高規格堤防整備に起因して増加する高速道路建設工事
費用について阪神高速道路株式会社に補償を行っている。

平成２３年度は、阪神高速大和川線の供用開始（H26年度

末）に遅れを生じさせないために、９箇所の工区において予
定されている阪神高速大和川線建設工事の増工費の支払
いを行う。

阪神高速大和川線（一体整備）地区 全体

大
和
川

阪神高速大和川線

H23予算措置（案）の内容

大和川線工事（高速道路建設工事）

～平成２３年度の予算措置が中止された場合の影響～

国土交通省から阪神高速道路株式会社への増工費の支払いが滞り、阪神高速道路株式会社は、
平成２３年度の工事発注が困難になる。

阪神高速株式会社の工事発注が不可能となり、阪神高速大和川線の供用開始が遅れた場合、阪
神高速道路株式会社は、料金収入が得られなくなるなど、経済損失が発生する。

道路単独

掘割構造

一体整備

覆蓋構造

※増工費：道路構造の変更に伴う道路工事増加費用の河川負担分

構造の変更

施工深度の変更
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近畿地方整備局近畿地方整備局３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

高規格堤防及び阪神高速大和川線の整備に伴い、三宝下水処理場（堺
市）の移転を行っている。

平成２３年度は、下水処理場の本供用開始（H26年度末）に遅れを生じさ

せないために、施設移転に伴う河川負担分の補償費の支払いを行う。

H23予算措置（案）の内容

三宝地区

大和川
阪神高速大和川線

※阪神高速道路株式会社と協定を交わし、阪神高速道路株式会社を通じて、河川
負担分の補償費を三宝下水処理場に支払っている。

①三宝下水処理場の新
施設建設

阪高大和川線地区外へ移転対象とな
る新施設を建設。旧施設を運用をしな
がら、新施設の建設を行う。

②三宝下水処理場の旧
施設撤去

新施設の建設状況に応じ、取り壊しが
可能になった旧施設を撤去。

③阪神高速大和川線の
建設

三宝下水処理場の移転に合わせ、工
程調整を行いながら道路建設を実施。

④高規格堤防整備の
実施

高規格堤防計画断面の形状で盛土を
実施。

三宝下水処理場

～平成２３年度の予算措置が中止された場合の影響～

国土交通省から阪神高速道路株式会社への補償費の支払いが滞り、阪神高速株式会社は、三宝下水処理場へ
補償費の支払いが困難となり、三宝下水処理場は、平成２３年度の工事発注が困難になる。

三宝下水処理場の完成時期が遅れた場合、下水処理場の暫定運用状態が長引くことになり、非効率な運転、維
持管理を余儀なくされる。また、暫定施設の耐用期間が超過することにより、安全性が損なわれる。

三宝下水処理場の工事工程の変更により、その跡地において建設を行う阪神高速大和川線の工事工程にも影響
を及ぼす可能性がある。阪神高速大和川線の供用開始が遅れた場合、阪神高速道路株式会社は、料金収入が
得られなくなるなど、経済損失が発生する。

三宝下水処理場
新敷地

三宝下水処理場
旧敷地

高規格堤防整備範囲

施設移転

高規格堤防 事業区域

阪神高速大和川線
事業区域

三宝下水処理場

旧施設

移転

三宝下水処理場

新施設
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近畿地方整備局近畿地方整備局３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

平成２７年度までに仮移転している錦西保育所の本移転を完了させる
ため平成２３年度は、錦西保育所（堺市）の敷地において、地盤改良、
擁壁、盛土を行う。

錦西地区

H23予算措置（案）の内容

①錦西保育所の
仮移転（１次移転）

近隣の仮移転先で仮設園
舎を建設し、仮移転を行う。

②錦西保育所の
旧施設撤去

仮移転後、旧施設を撤去。

③阪神高速大和
川線の建設

旧施設の撤去後に道路建
設を実施。

④高規格堤防整
備の実施

新施設建設場所の盛土等
を行う。なお、道路上部は、
道路完成後に盛土。

⑤錦西保育所の新
施設建築、本移転
（２次移転）

盛土完成後にライフライン整
備、新施設の建設を行い、本
移転。

錦西保育所
阪神高速大和川線

大和川

錦西保育所

②錦西保育所の
旧施設撤去

仮移転後、旧施設を撤去。

～平成２３年度の予算措置が中止された場合の影響～

現在、錦西保育所は仮移転先にて保育所を運営しており、仮移転先用地の使用期限が平成２６年
度となっている。したがって、保育所の完成時期が遅れた場合、仮移転先での運営が不可能となり
一時閉園をしなければならない。

国土交通省の平成２３年度の高規格堤防盛土工事が中止となる。これにより、錦西保育所の施工
計画が破綻することとなる。錦西保育所は当該施工計画の見直しを余儀なくされる。

盛 土
擁 壁

地盤改良

阪神高速道路

仮移転地
本移転
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○三宝下水処理場
1．地元調整

平成23年度の補償費が確保されなければ、機能移転工事を中断することになり、
工事完成時期等について地元との約束が守られなくなることや、工期を延期した場合
に生じる騒音・振動・工事車両等に関わる地元調整が困難となる。

２．施設の運転管理
機能移転工事実施に伴い暫定水処理施設（３～５年）を設置して下水処理を行って

いるが、工事を中断することとなれば、その施設を長期間使い続ける必要が生じ、煩
雑な維持管理を強いられるとともに、効率的な維持管理ができないことから生じる運
転経費の増嵩などの重大な問題が生じる。

○錦西保育所
機能回復の用地としてより安全な土地に建設することを前提に、規模・機能などを

含めて準備を進めているところであり、平成２３年度に予算化されないと、平成２７年
４月に保育所の供用ができなくなるため、関係機関、地元自治会、保護者などに説明
し合意を得て進めていた保育所整備が反故にされることになり、市政の混乱と不信に
つながる。

■共同事業者（堺市）の意見（概要）

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響
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○ 増工費の負担金支出が遅延すれば、大和川線事業の完成時期に重大な影響を及

ぼし、完成時期の遅延が生じ、収入減少により採算性の確保ができなくなり、

法律で定められた、45年以内に償還することが困難になる。

○ 三宝下水処理場・南島ポンプ場の工区は工事工程が非常に逼迫しており、負担

金の支出がない場合、各年度に堺市が実施している新処理施設の建設及び現施

設の撤去工事の発注に影響が生じ、大和川線の完成時期に重大な影響を及ぼす

ことが懸念される。

■共同事業者（阪神高速株式会社）の意見（概要）

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響
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現況整備状況の想定湛水深図

超過洪水が起こったことにより想定される破堤氾濫被害は、浸水面積約770ha、浸水人口約64,000人、被
害総額約7,300億円である。高規格堤防整備を実施することでこれらの氾濫被害は概ね解消される。

高規格堤防整備後の想定湛水深図

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

３) 事業の投資効果

×

阪高大和川線地区
（一体整備）地区

大和川 大和川
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・ 年平均被害軽減期待額 186億円 186億円

・ 残存価値 1億円 1億円

・ 総便益 5,556億円 3,608億円

■ 便益（B） ＜総事業費＞ ＜残事業費＞

＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 建設費 907億円 310億円

・ 建設費（現在価値） 984億円 274億円

・ 維持管理費用 － －

■ 費用（C）

◆費用対効果の分析結果

■算出条件等
基準年：平成２２年度
検討期間：整備完了後＋供用期間(50年)
社会的割引率：4%

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。
※２便益・費用については整数値としており、合計値は表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

■ 費用便益（Ｂ／C）

＜総事業費＞ 5,556億円 ／ 984億円 ＝ 5.6

＜残事業費＞ 3,608億円 ／ 274億円 ＝ 13.2

３．阪高大和川線地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

（参考）前回評価時 28,148億円／4,002億円＝7.0

※高規格堤防整備事業の前回事業評価時においては、水系単位で通常の河川改修事業に含んで算出。

３) 事業の投資効果

●今回審議を行う事業範囲（個別事業）の費用対効果の算出は「高規格堤防の見直しに関する検討会」で

検討された「投資効率性の確認手法」に基づき算出している。

●また、今回の費用便益は、現時点で便宜的に算出する方法を採用している。

※便益（B）は、当該箇所の破堤を想定した被害軽減期待額を計上しており、まちづくりの関連する便益は考慮していない。

※費用（C）は、今回審議を行う事業範囲（個別事業）を対象に現在価値化を行ったもの。
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４) 関係自治体の意見等

スーパー堤防事業は、効果発現までに非常に時間がかかるとともに、事業費が膨
大なことが大きな課題であり、早急に見直すべきと認識しています。

このため、まちづくり等に効果のある事業中の地区に限定して実施し、それ以外
の地区は事業かを中止し、治水対策として河床掘削などの治水能力向上策や堤防補
強等を優先すべきと考えています。

照会のありました阪神高速大和川線との一体整備区間など４地区につきましては、
関連するまちづくり事業や共同事業者等への影響を踏まえ、事業継続が妥当と考え
ています。

＜阪高大和川線（一体整備）地区に対する大阪府の考え方＞

一体整備を進めている阪神高速大和川線は、都市再生環状道路として早期完成が必
要なため、事業継続が妥当である。

■大阪府知事
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１．再評価の視点
①事業の必要性に関する視点

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

■大和川下流域は、低平地に堺市をはじめとする我が国有数の人口・資産が集積している。特に堺市の中心街については主要交通網で形成され、破堤に
よる被害ポテンシャルは極めて大きくなっている。

■阪高大和川線地区では、水辺空間を活かした良好なまちづくりの形成と、堺市の中心街における壊滅的な浸水被害の発生を未然に防止することが期待
できる。（想定氾濫人口：約64,000人）
■一連区間が完成するため整備効果が高い。
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） ： 5.6

■国土交通省から阪神高速道路株式会社への増工費の支払いが滞り、阪神高速道路株式会社は、平成２３年度の工事発注が困難になる。

■国土交通省から阪神高速道路株式会社への補償費の支払いが滞り、阪神高速株式会社は、三宝下水処理場へ補償費の支払いが困難となり、三宝下
水処理場は、平成２３年度の工事発注が困難になる。

■三宝下水処理場の完成時期が遅れた場合、下水処理場の暫定運用状態が長引くことになり、非効率な運転、維持管理を余儀なくされる。また、暫定施設
の耐用期間が超過することにより、安全性が損なわれる。

■現在、錦西保育所は仮移転先にて保育所を運営しており、仮移転先用地の使用期限が平成２６年度となっている。したがって、保育所の完成時期が遅れ
た場合、仮移転先での運営が不可能となり一時閉園をしなければならない。

２．大阪府の意見

■一体整備を進めている阪神高速大和川線は、都市再生環状道路として早期完成が必要なため、事業継続が妥当である。

【対応方針（原案）】

４．阪高大和川線地区の対応方針（原案）

3)事業の投資効果

2)高規格堤防整備事業が中止した場合の影響

以上のことから、
・中止した場合、土地所有者や住民等への社会経済活動に重大な支障を及ぼすことが想定されるため、平成23年度に
ついては、大和川高規格堤防整備事業（阪高大和川線（一体整備）地区）は必要最小限の措置を行い継続実施する。
・平成24年度については、別途行われる事業スキームの抜本的な見直しにより判断することとなる。
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大和川高規格堤防整備事業
〔阪高大和川線（一体整備）地区〕

【再評価】

平 成 2 3 年 3 月

近 畿 地 方 整 備 局

ＮＯ．１０ー２
近畿地方整備局

事業評価監視委員会
平成２２年度第６回





































































様式-5-1  費用対効果（全体事業） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.1 15.2 15.2 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 16.2 29.2 29.2 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 24.3 42.1 42.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 32.4 53.9 53.9 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 40.5 64.8 64.8 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 48.6 74.8 74.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 56.7 83.9 83.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 64.8 92.2 92.2 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 72.9 99.7 99.7 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 81.0 106.6 106.6 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 89.1 112.7 112.7 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 97.2 118.2 118.2 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 105.3 123.2 123.2 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 113.4 127.5 127.5 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 121.5 131.4 131.4 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 129.6 134.8 134.8 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 137.7 137.7 137.7 41.1 41.1 41.1 41.1
H.23 1 145.8 140.2 140.2 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 153.9 142.3 142.3 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 162.0 144.0 144.0 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 170.1 145.4 145.4 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 178.2 146.4 146.4 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

5,554.9 0.8 5,555.7 906.6 984.4 984.4 5.64 4,571.3
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5-2  費用対効果（残事業） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0

H.6 -16 0.0

H.7 -15 0.0

H.8 -14 0.0

H.9 -13 0.0

H.10 -12 0.0

H.11 -11 0.0

H.12 -10 0.0

H.13 -9 0.0

H.14 -8 0.0

H.15 -7 0.0

H.16 -6 0.0

H.17 -5 0.0

H.18 -4 0.0

H.19 -3 0.0

H.20 -2 0.0

H.21 -1 0.0
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 37.3 34.4 34.4 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 74.5 66.2 66.2 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 111.8 95.5 95.5 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 149.0 122.5 122.5 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

3,607.5 0.8 3,608.3 310.1 274.3 274.3 13.16 3,334.0
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次





様式-5  費用対効果（全体事業：基本） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.1 15.2 15.2 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 16.2 29.2 29.2 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 24.3 42.1 42.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 32.4 53.9 53.9 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 40.5 64.8 64.8 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 48.6 74.8 74.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 56.7 83.9 83.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 64.8 92.2 92.2 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 72.9 99.7 99.7 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 81.0 106.6 106.6 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 89.1 112.7 112.7 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 97.2 118.2 118.2 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 105.3 123.2 123.2 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 113.4 127.5 127.5 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 121.5 131.4 131.4 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 129.6 134.8 134.8 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 137.7 137.7 137.7 41.1 41.1 41.1 41.1
H.23 1 145.8 140.2 140.2 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 153.9 142.3 142.3 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 162.0 144.0 144.0 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 170.1 145.4 145.4 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 178.2 146.4 146.4 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

5,554.9 0.8 5,555.7 906.6 984.4 984.4 5.64 4,571.3
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5  費用対効果（残事業：基本） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0

H.6 -16 0.0

H.7 -15 0.0

H.8 -14 0.0

H.9 -13 0.0

H.10 -12 0.0

H.11 -11 0.0

H.12 -10 0.0

H.13 -9 0.0

H.14 -8 0.0

H.15 -7 0.0

H.16 -6 0.0

H.17 -5 0.0

H.18 -4 0.0

H.19 -3 0.0

H.20 -2 0.0

H.21 -1 0.0
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 37.3 34.4 34.4 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 74.5 66.2 66.2 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 111.8 95.5 95.5 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 149.0 122.5 122.5 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

3,607.5 0.8 3,608.3 310.1 274.3 274.3 13.16 3,334.0
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（全体事業：残事業費+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.1 15.2 15.2 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 16.2 29.2 29.2 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 24.3 42.1 42.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 32.4 53.9 53.9 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 40.5 64.8 64.8 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 48.6 74.8 74.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 56.7 83.9 83.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 64.8 92.2 92.2 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 72.9 99.7 99.7 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 81.0 106.6 106.6 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 89.1 112.7 112.7 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 97.2 118.2 118.2 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 105.3 123.2 123.2 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 113.4 127.5 127.5 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 121.5 131.4 131.4 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 129.6 134.8 134.8 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 137.7 137.7 137.7 45.2 45.2 45.2 45.2
H.23 1 145.8 140.2 140.2 35.5 34.1 35.5 34.1
H.24 2 153.9 142.3 142.3 70.9 65.6 70.9 65.6
H.25 3 162.0 144.0 144.0 89.3 79.4 89.3 79.4
H.26 4 170.1 145.4 145.4 94.3 80.6 94.3 80.6
H.27 5 178.2 146.4 146.4 51.2 42.0 51.2 42.0
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

5,554.9 0.8 5,555.7 941.8 1,015.9 1,015.9 5.47 4,539.7
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5  費用対効果（残事業：残事業費+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17

H.6 -16

H.7 -15

H.8 -14

H.9 -13

H.10 -12

H.11 -11

H.12 -10

H.13 -9

H.14 -8

H.15 -7

H.16 -6

H.17 -5

H.18 -4

H.19 -3

H.20 -2

H.21 -1
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 35.5 34.1 35.5 34.1
H.24 2 37.3 34.4 34.4 70.9 65.6 70.9 65.6
H.25 3 74.5 66.2 66.2 89.3 79.4 89.3 79.4
H.26 4 111.8 95.5 95.5 94.3 80.6 94.3 80.6
H.27 5 149.0 122.5 122.5 51.2 42.0 51.2 42.0
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

3,607.5 0.8 3,608.3 341.1 301.7 301.7 11.96 3,306.5
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（全体事業：残事業費-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.1 15.2 15.2 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 16.2 29.2 29.2 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 24.3 42.1 42.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 32.4 53.9 53.9 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 40.5 64.8 64.8 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 48.6 74.8 74.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 56.7 83.9 83.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 64.8 92.2 92.2 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 72.9 99.7 99.7 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 81.0 106.6 106.6 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 89.1 112.7 112.7 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 97.2 118.2 118.2 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 105.3 123.2 123.2 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 113.4 127.5 127.5 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 121.5 131.4 131.4 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 129.6 134.8 134.8 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 137.7 137.7 137.7 37.0 37.0 37.0 37.0
H.23 1 145.8 140.2 140.2 29.0 27.9 29.0 27.9
H.24 2 153.9 142.3 142.3 58.0 53.6 58.0 53.6
H.25 3 162.0 144.0 144.0 73.1 65.0 73.1 65.0
H.26 4 170.1 145.4 145.4 77.2 66.0 77.2 66.0
H.27 5 178.2 146.4 146.4 41.9 34.4 41.9 34.4
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

5,554.9 0.8 5,555.7 871.5 952.9 952.9 5.83 4,602.8
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5  費用対効果（残事業：残事業費-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17

H.6 -16

H.7 -15

H.8 -14

H.9 -13

H.10 -12

H.11 -11

H.12 -10

H.13 -9

H.14 -8

H.15 -7

H.16 -6

H.17 -5

H.18 -4

H.19 -3

H.20 -2

H.21 -1
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 29.0 27.9 29.0 27.9
H.24 2 37.3 34.4 34.4 58.0 53.6 58.0 53.6
H.25 3 74.5 66.2 66.2 73.1 65.0 73.1 65.0
H.26 4 111.8 95.5 95.5 77.2 66.0 77.2 66.0
H.27 5 149.0 122.5 122.5 41.9 34.4 41.9 34.4
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5

3,607.5 0.8 3,608.3 279.1 246.9 246.9 14.62 3,361.4
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（全体事業：残工期+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 7.8 14.5 14.5 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 15.5 28.0 28.0 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 23.3 40.3 40.3 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 31.0 51.7 51.7 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 38.8 62.1 62.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 46.6 71.7 71.7 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 54.3 80.4 80.4 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 62.1 88.4 88.4 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 69.8 95.6 95.6 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 77.6 102.1 102.1 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 85.4 108.0 108.0 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 93.1 113.3 113.3 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 100.9 118.0 118.0 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 108.7 122.2 122.2 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 116.4 125.9 125.9 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 124.2 129.1 129.1 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 131.9 131.9 131.9 35.2 35.2 35.2 35.2
H.23 1 139.7 134.3 134.3 28.9 27.8 28.9 27.8
H.24 2 147.5 136.3 136.3 46.0 42.6 46.0 42.6
H.25 3 155.2 138.0 138.0 62.4 55.5 62.4 55.5
H.26 4 163.0 139.3 139.3 70.9 60.6 70.9 60.6
H.27 5 170.7 140.3 140.3 67.9 55.8 67.9 55.8
H.28 6 178.5 141.1 141.1 39.9 31.5 39.9 31.5
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5
H.78 56 186.3 20.7 20.7

5,475.0 0.8 5,475.8 906.6 978.0 978.0 5.60 4,497.8
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（残事業：残工期+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17

H.6 -16

H.7 -15

H.8 -14

H.9 -13

H.10 -12

H.11 -11

H.12 -10

H.13 -9

H.14 -8

H.15 -7

H.16 -6

H.17 -5

H.18 -4

H.19 -3

H.20 -2

H.21 -1
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 28.9 27.8 28.9 27.8
H.24 2 31.0 28.7 28.7 46.0 42.6 46.0 42.6
H.25 3 62.1 55.2 55.2 62.4 55.5 62.4 55.5
H.26 4 93.1 79.6 79.6 70.9 60.6 70.9 60.6
H.27 5 124.2 102.1 102.1 67.9 55.8 67.9 55.8
H.28 6 155.2 122.7 122.7 39.9 31.5 39.9 31.5
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4
H.77 55 186.3 21.5 21.5
H.78 56 186.3 20.7 20.7

3,550.5 0.8 3,551.3 316.0 273.7 273.7 12.97 3,277.6
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（全体事業：残工期-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.5 15.9 15.9 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 16.9 30.5 30.5 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 25.4 44.0 44.0 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 33.9 56.4 56.4 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 42.3 67.8 67.8 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 50.8 78.2 78.2 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 59.3 87.7 87.7 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 67.7 96.4 96.4 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 76.2 104.3 104.3 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 84.7 111.4 111.4 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 93.1 117.8 117.8 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 101.6 123.6 123.6 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 110.1 128.8 128.8 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 118.5 133.3 133.3 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 127.0 137.4 137.4 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 135.5 140.9 140.9 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 143.9 143.9 143.9 47.6 47.6 47.6 47.6
H.23 1 152.4 146.5 146.5 51.6 49.6 51.6 49.6
H.24 2 160.9 148.7 148.7 87.4 80.8 87.4 80.8
H.25 3 169.3 150.5 150.5 101.1 89.9 101.1 89.9
H.26 4 177.8 152.0 152.0 63.7 54.4 63.7 54.4
H.27 5 186.3 153.1 153.1
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4

5,636.3 0.8 5,637.1 906.6 991.2 991.2 5.69 4,645.9
B C B/C B－C

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（残事業：残工期-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17

H.6 -16

H.7 -15

H.8 -14

H.9 -13

H.10 -12

H.11 -11

H.12 -10

H.13 -9

H.14 -8

H.15 -7

H.16 -6

H.17 -5

H.18 -4

H.19 -3

H.20 -2

H.21 -1
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 51.6 49.6 51.6 49.6
H.24 2 46.6 43.1 43.1 87.4 80.8 87.4 80.8
H.25 3 93.1 82.8 82.8 101.1 89.9 101.1 89.9
H.26 4 139.7 119.4 119.4 63.7 54.4 63.7 54.4
H.27 5 186.3 153.1 153.1
H.28 6 186.3 147.2 147.2
H.29 7 186.3 141.5 141.5
H.30 8 186.3 136.1 136.1
H.31 9 186.3 130.9 130.9
H.32 10 186.3 125.8 125.8
H.33 11 186.3 121.0 121.0
H.34 12 186.3 116.3 116.3
H.35 13 186.3 111.9 111.9
H.36 14 186.3 107.6 107.6
H.37 15 186.3 103.4 103.4
H.38 16 186.3 99.4 99.4
H.39 17 186.3 95.6 95.6
H.40 18 186.3 91.9 91.9
H.41 19 186.3 88.4 88.4
H.42 20 186.3 85.0 85.0
H.43 21 186.3 81.7 81.7
H.44 22 186.3 78.6 78.6
H.45 23 186.3 75.6 75.6
H.46 24 186.3 72.7 72.7
H.47 25 186.3 69.9 69.9
H.48 26 186.3 67.2 67.2
H.49 27 186.3 64.6 64.6
H.50 28 186.3 62.1 62.1
H.51 29 186.3 59.7 59.7
H.52 30 186.3 57.4 57.4
H.53 31 186.3 55.2 55.2
H.54 32 186.3 53.1 53.1
H.55 33 186.3 51.1 51.1
H.56 34 186.3 49.1 49.1
H.57 35 186.3 47.2 47.2
H.58 36 186.3 45.4 45.4
H.59 37 186.3 43.6 43.6
H.60 38 186.3 42.0 42.0
H.61 39 186.3 40.3 40.3
H.62 40 186.3 38.8 38.8
H.63 41 186.3 37.3 37.3
H.64 42 186.3 35.9 35.9
H.65 43 186.3 34.5 34.5
H.66 44 186.3 33.2 33.2
H.67 45 186.3 31.9 31.9
H.68 46 186.3 30.7 30.7
H.69 47 186.3 29.5 29.5
H.70 48 186.3 28.3 28.3
H.71 49 186.3 27.3 27.3
H.72 50 186.3 26.2 26.2
H.73 51 186.3 25.2 25.2
H.74 52 186.3 24.2 24.2
H.75 53 186.3 23.3 23.3
H.76 54 186.3 22.4 22.4

3,665.6 0.8 3,666.4 303.7 274.6 274.6 13.35 3,391.7
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ
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費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ

便　益

整
備
期
間
（
2
3
年
）

便益① 残存価値
②

計
①+②

合計

ｔ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（
5
0
年
）

年次



様式-5 費用対効果（全体事業：資産+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 8.9 16.6 16.6 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 17.7 32.0 32.0 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 26.6 46.1 46.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 35.5 59.1 59.1 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 44.4 71.0 71.0 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 53.2 81.9 81.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 62.1 91.9 91.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 71.0 101.0 101.0 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 79.8 109.3 109.3 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 88.7 116.8 116.8 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 97.6 123.5 123.5 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 106.5 129.5 129.5 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 115.3 134.9 134.9 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 124.2 139.7 139.7 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 133.1 143.9 143.9 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 142.0 147.6 147.6 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 150.8 150.8 150.8 41.1 41.1 41.1 41.1
H.23 1 159.7 153.6 153.6 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 168.6 155.9 155.9 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 177.4 157.7 157.7 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 186.3 159.3 159.3 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 195.2 160.4 160.4 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 204.1 161.3 161.3
H.29 7 204.1 155.1 155.1
H.30 8 204.1 149.1 149.1
H.31 9 204.1 143.4 143.4
H.32 10 204.1 137.9 137.9
H.33 11 204.1 132.6 132.6
H.34 12 204.1 127.5 127.5
H.35 13 204.1 122.6 122.6
H.36 14 204.1 117.8 117.8
H.37 15 204.1 113.3 113.3
H.38 16 204.1 108.9 108.9
H.39 17 204.1 104.8 104.8
H.40 18 204.1 100.7 100.7
H.41 19 204.1 96.9 96.9
H.42 20 204.1 93.1 93.1
H.43 21 204.1 89.5 89.5
H.44 22 204.1 86.1 86.1
H.45 23 204.1 82.8 82.8
H.46 24 204.1 79.6 79.6
H.47 25 204.1 76.5 76.5
H.48 26 204.1 73.6 73.6
H.49 27 204.1 70.8 70.8
H.50 28 204.1 68.0 68.0
H.51 29 204.1 65.4 65.4
H.52 30 204.1 62.9 62.9
H.53 31 204.1 60.5 60.5
H.54 32 204.1 58.2 58.2
H.55 33 204.1 55.9 55.9
H.56 34 204.1 53.8 53.8
H.57 35 204.1 51.7 51.7
H.58 36 204.1 49.7 49.7
H.59 37 204.1 47.8 47.8
H.60 38 204.1 46.0 46.0
H.61 39 204.1 44.2 44.2
H.62 40 204.1 42.5 42.5
H.63 41 204.1 40.9 40.9
H.64 42 204.1 39.3 39.3
H.65 43 204.1 37.8 37.8
H.66 44 204.1 36.3 36.3
H.67 45 204.1 34.9 34.9
H.68 46 204.1 33.6 33.6
H.69 47 204.1 32.3 32.3
H.70 48 204.1 31.1 31.1
H.71 49 204.1 29.9 29.9
H.72 50 204.1 28.7 28.7
H.73 51 204.1 27.6 27.6
H.74 52 204.1 26.5 26.5
H.75 53 204.1 25.5 25.5
H.76 54 204.1 24.5 24.5
H.77 55 204.1 23.6 23.6

6,085.7 0.8 6,086.5 906.6 984.4 984.4 6.18 5,102.1
B C B/C B－C
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純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ
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様式-5  費用対効果（残事業：資産+10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0

H.6 -16 0.0

H.7 -15 0.0

H.8 -14 0.0

H.9 -13 0.0

H.10 -12 0.0

H.11 -11 0.0

H.12 -10 0.0

H.13 -9 0.0

H.14 -8 0.0

H.15 -7 0.0

H.16 -6 0.0

H.17 -5 0.0

H.18 -4 0.0

H.19 -3 0.0

H.20 -2 0.0

H.21 -1 0.0
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 40.8 37.7 37.7 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 81.6 72.6 72.6 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 122.4 104.7 104.7 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 163.2 134.2 134.2 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 204.1 161.3 161.3
H.29 7 204.1 155.1 155.1
H.30 8 204.1 149.1 149.1
H.31 9 204.1 143.4 143.4
H.32 10 204.1 137.9 137.9
H.33 11 204.1 132.6 132.6
H.34 12 204.1 127.5 127.5
H.35 13 204.1 122.6 122.6
H.36 14 204.1 117.8 117.8
H.37 15 204.1 113.3 113.3
H.38 16 204.1 108.9 108.9
H.39 17 204.1 104.8 104.8
H.40 18 204.1 100.7 100.7
H.41 19 204.1 96.9 96.9
H.42 20 204.1 93.1 93.1
H.43 21 204.1 89.5 89.5
H.44 22 204.1 86.1 86.1
H.45 23 204.1 82.8 82.8
H.46 24 204.1 79.6 79.6
H.47 25 204.1 76.5 76.5
H.48 26 204.1 73.6 73.6
H.49 27 204.1 70.8 70.8
H.50 28 204.1 68.0 68.0
H.51 29 204.1 65.4 65.4
H.52 30 204.1 62.9 62.9
H.53 31 204.1 60.5 60.5
H.54 32 204.1 58.2 58.2
H.55 33 204.1 55.9 55.9
H.56 34 204.1 53.8 53.8
H.57 35 204.1 51.7 51.7
H.58 36 204.1 49.7 49.7
H.59 37 204.1 47.8 47.8
H.60 38 204.1 46.0 46.0
H.61 39 204.1 44.2 44.2
H.62 40 204.1 42.5 42.5
H.63 41 204.1 40.9 40.9
H.64 42 204.1 39.3 39.3
H.65 43 204.1 37.8 37.8
H.66 44 204.1 36.3 36.3
H.67 45 204.1 34.9 34.9
H.68 46 204.1 33.6 33.6
H.69 47 204.1 32.3 32.3
H.70 48 204.1 31.1 31.1
H.71 49 204.1 29.9 29.9
H.72 50 204.1 28.7 28.7
H.73 51 204.1 27.6 27.6
H.74 52 204.1 26.5 26.5
H.75 53 204.1 25.5 25.5
H.76 54 204.1 24.5 24.5
H.77 55 204.1 23.6 23.6

3,952.2 0.8 3,953.0 310.1 274.3 274.3 14.41 3,678.7
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④
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様式-5 費用対効果（全体事業：資産-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7

H.6 -16 7.3 13.7 13.7 0.3 0.5 0.3 0.5

H.7 -15 14.6 26.4 26.4 0.7 1.2 0.7 1.2

H.8 -14 22.0 38.1 38.1 0.5 0.8 0.5 0.8

H.9 -13 29.3 48.8 48.8 0.6 0.9 0.6 0.9

H.10 -12 36.6 58.6 58.6 0.5 0.8 0.5 0.8

H.11 -11 43.9 67.7 67.7 0.0 0.0 0.0 0.0

H.12 -10 51.3 75.9 75.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H.13 -9 58.6 83.4 83.4 7.0 10.2 7.0 10.2

H.14 -8 65.9 90.2 90.2 49.1 69.1 49.1 69.1

H.15 -7 73.2 96.4 96.4 59.1 80.0 59.1 80.0

H.16 -6 80.6 101.9 101.9 71.6 92.9 71.6 92.9

H.17 -5 87.9 106.9 106.9 76.7 95.2 76.7 95.2

H.18 -4 95.2 111.4 111.4 81.3 96.0 81.3 96.0

H.19 -3 102.5 115.3 115.3 57.8 64.5 57.8 64.5

H.20 -2 109.9 118.8 118.8 62.0 64.8 62.0 64.8

H.21 -1 117.2 121.9 121.9 88.0 91.5 88.0 91.5
H.22 0 124.5 124.5 124.5 41.1 41.1 41.1 41.1
H.23 1 131.8 126.8 126.8 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 139.2 128.7 128.7 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 146.5 130.2 130.2 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 153.8 131.5 131.5 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 161.1 132.4 132.4 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 168.5 133.1 133.1
H.29 7 168.5 128.0 128.0
H.30 8 168.5 123.1 123.1
H.31 9 168.5 118.4 118.4
H.32 10 168.5 113.8 113.8
H.33 11 168.5 109.4 109.4
H.34 12 168.5 105.2 105.2
H.35 13 168.5 101.2 101.2
H.36 14 168.5 97.3 97.3
H.37 15 168.5 93.5 93.5
H.38 16 168.5 89.9 89.9
H.39 17 168.5 86.5 86.5
H.40 18 168.5 83.2 83.2
H.41 19 168.5 80.0 80.0
H.42 20 168.5 76.9 76.9
H.43 21 168.5 73.9 73.9
H.44 22 168.5 71.1 71.1
H.45 23 168.5 68.3 68.3
H.46 24 168.5 65.7 65.7
H.47 25 168.5 63.2 63.2
H.48 26 168.5 60.8 60.8
H.49 27 168.5 58.4 58.4
H.50 28 168.5 56.2 56.2
H.51 29 168.5 54.0 54.0
H.52 30 168.5 51.9 51.9
H.53 31 168.5 49.9 49.9
H.54 32 168.5 48.0 48.0
H.55 33 168.5 46.2 46.2
H.56 34 168.5 44.4 44.4
H.57 35 168.5 42.7 42.7
H.58 36 168.5 41.0 41.0
H.59 37 168.5 39.5 39.5
H.60 38 168.5 38.0 38.0
H.61 39 168.5 36.5 36.5
H.62 40 168.5 35.1 35.1
H.63 41 168.5 33.7 33.7
H.64 42 168.5 32.4 32.4
H.65 43 168.5 31.2 31.2
H.66 44 168.5 30.0 30.0
H.67 45 168.5 28.8 28.8
H.68 46 168.5 27.7 27.7
H.69 47 168.5 26.7 26.7
H.70 48 168.5 25.6 25.6
H.71 49 168.5 24.7 24.7
H.72 50 168.5 23.7 23.7
H.73 51 168.5 22.8 22.8
H.74 52 168.5 21.9 21.9
H.75 53 168.5 21.1 21.1
H.76 54 168.5 20.3 20.3
H.77 55 168.5 19.5 19.5

5,024.1 0.8 5,024.9 906.6 984.4 984.4 5.10 4,040.5
B C B/C B－C

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用
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Ｂ／Ｃ
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年
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②
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①+②
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（
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）
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様式-5  費用対効果（残事業：資産-10％） 水系名： 大和川 水系名： 大和川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H.5 -17 0.0

H.6 -16 0.0

H.7 -15 0.0

H.8 -14 0.0

H.9 -13 0.0

H.10 -12 0.0

H.11 -11 0.0

H.12 -10 0.0

H.13 -9 0.0

H.14 -8 0.0

H.15 -7 0.0

H.16 -6 0.0

H.17 -5 0.0

H.18 -4 0.0

H.19 -3 0.0

H.20 -2 0.0

H.21 -1 0.0
H.22 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
H.23 1 0.0 0.0 0.0 32.2 31.0 32.2 31.0
H.24 2 33.7 31.2 31.2 64.5 59.6 64.5 59.6
H.25 3 67.4 59.9 59.9 81.2 72.2 81.2 72.2
H.26 4 101.1 86.4 86.4 85.8 73.3 85.8 73.3
H.27 5 134.8 110.8 110.8 46.5 38.2 46.5 38.2
H.28 6 168.5 133.1 133.1
H.29 7 168.5 128.0 128.0
H.30 8 168.5 123.1 123.1
H.31 9 168.5 118.4 118.4
H.32 10 168.5 113.8 113.8
H.33 11 168.5 109.4 109.4
H.34 12 168.5 105.2 105.2
H.35 13 168.5 101.2 101.2
H.36 14 168.5 97.3 97.3
H.37 15 168.5 93.5 93.5
H.38 16 168.5 89.9 89.9
H.39 17 168.5 86.5 86.5
H.40 18 168.5 83.2 83.2
H.41 19 168.5 80.0 80.0
H.42 20 168.5 76.9 76.9
H.43 21 168.5 73.9 73.9
H.44 22 168.5 71.1 71.1
H.45 23 168.5 68.3 68.3
H.46 24 168.5 65.7 65.7
H.47 25 168.5 63.2 63.2
H.48 26 168.5 60.8 60.8
H.49 27 168.5 58.4 58.4
H.50 28 168.5 56.2 56.2
H.51 29 168.5 54.0 54.0
H.52 30 168.5 51.9 51.9
H.53 31 168.5 49.9 49.9
H.54 32 168.5 48.0 48.0
H.55 33 168.5 46.2 46.2
H.56 34 168.5 44.4 44.4
H.57 35 168.5 42.7 42.7
H.58 36 168.5 41.0 41.0
H.59 37 168.5 39.5 39.5
H.60 38 168.5 38.0 38.0
H.61 39 168.5 36.5 36.5
H.62 40 168.5 35.1 35.1
H.63 41 168.5 33.7 33.7
H.64 42 168.5 32.4 32.4
H.65 43 168.5 31.2 31.2
H.66 44 168.5 30.0 30.0
H.67 45 168.5 28.8 28.8
H.68 46 168.5 27.7 27.7
H.69 47 168.5 26.7 26.7
H.70 48 168.5 25.6 25.6
H.71 49 168.5 24.7 24.7
H.72 50 168.5 23.7 23.7
H.73 51 168.5 22.8 22.8
H.74 52 168.5 21.9 21.9
H.75 53 168.5 21.1 21.1
H.76 54 168.5 20.3 20.3
H.77 55 168.5 19.5 19.5

3,262.7 0.8 3,263.5 310.1 274.3 274.3 11.90 2,989.2
B C B/C B－C
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②
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①+②

合計

純現在価値
Ｂ－Ｃ

建設費③ 計③+④

費　用

維持管理費④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
ｔ
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完
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の
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）
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河川事業

事業名

                     ※　（　　）欄に残事業費、全体事業費の別を記入すること。

評価年度 平成22年度

 ※　評価の種類(新規事業採択時評価、再評価、完了後の事後評価）の別を記入すること。

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 21,584.3

本工事費 式 1 20,693.9

土工 千m
3 645 3,561.1

地盤改良 式 1 2,911.5

増工費 式 1 14,221.3

附帯工事費 式 1 890.4

用地費及補償費 式 1 46,430.4

用地費 式 1 544.0

補償費 式 1 45,886.4

間接経費 式 1 11,004.2

工事諸費 式 1 11,643.6

事業費　計 式 1 90,662.5

維持管理費 式 - -

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。

事業費の内訳書

大和川高規格堤防事業
（阪神高速大和川線地区） （全体事業費）

再評価

※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。

※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。
※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。



河川事業

事業名

                     ※　（　　）欄に残事業費、全体事業費の別を記入すること。

評価年度 平成22年度

 ※　評価の種類(新規事業採択時評価、再評価、完了後の事後評価）の別を記入すること。

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 16,143.7

本工事費 式 1 15,253.3

土工 千m
3 550 2,722.5

地盤改良 式 1 2,871.5

増工費 式 1 9,659.3

附帯工事費 式 1 890.4

用地費及補償費 式 1 7,303.4

用地費 式 1 0.0

補償費 式 1 7,303.4

間接経費 式 1 3,675.9

工事諸費 式 1 3,889.4

事業費　計 式 1 31,012.4

維持管理費 式 - -

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。
※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。

※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。
※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。

事業費の内訳書

大和川高規格堤防事業
（阪神高速大和川線地区） （残事業費）

再評価
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1

大和川高規格堤防整備事業
【再評価】

〔阪高大和川線（一体整備）地区〕

平 成 2 3 年 3 月

近 畿 地 方 整 備 局

ＮＯ．１０ー３
近畿地方整備局

事業評価監視委員会
平成２２年度第６回
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近畿地方整備局近畿地方整備局

１．前回委員会における主な質問など

２．阪高大和川線（一体整備）地区の共同事業の進捗状況

３．共同事業（阪神高速大和川線）の整備効果

４．平成23年度の予算措置が中止された場合の影響
４－１．高規格堤防と高速道路の一体整備に起因する影響
４－２．高速道路の供用遅延への影響
４－３．補償費の費用負担に関する影響
４－４．三宝下水処理場(堺市)への影響
４－５．錦西保育所(堺市)への影響

目 次
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『どの部分が何パーセント整備されているか細かいところがよくわからない』 『全体像が掴めないので全体像を示してもらえないか？』

◆前回資料Ｐ１１

『阪神高速の場合は、ミッシングリンクをつなぐこともあり、道路計画上の必要性はあると思うが、その効果は？』

◆前回資料Ｐ８

『国からの支払いが滞ったとしても、阪神高速道路株式会社は、大和川線の工事継続ができるのではないか？』

◆前回資料Ｐ１２

『高速道路の完成が１年遅れることは、あまり問題ではないのではないか？』

◆前回資料Ｐ１２,Ｐ１３

『地方自治体、阪神高速道路株式会社のような財政的に余裕がある事業者に対して、補償の支払いが１年遅れたとしても、重大な支障
は発生しないのではないか？』

◆前回資料Ｐ１３,Ｐ１４

→ ２．阪高大和川線（一体整備）地区の共同事業の進捗状況

→ ３．共同事業（阪神高速大和川線）の整備効果

→ ４－１．高規格堤防と高速道路の一体整備に起因する影響

→ ４－２．高速道路の供用遅延への影響

→ ４－３．補償費の費用負担に関する影響

→ ４－４．三宝下水処理場（堺市）への影響

→ ４－５．錦西保育所（堺市）への影響

１．前回委員会における主な質問など
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・函体工 ・土留壁工、掘削 ・土留壁工 ・函体工 ・掘削、支保工 ・立坑構築 ・函体工 ・掘削、函体工

三宝ランプ

三宝下水
処理場

大和川

鉄砲
ランプ

浅香山
浄水場

新日鐵
堺工場

鉄砲西
ランプ

三宝第2工区

開削トンネル工事

H21.4～H26.3

三宝第3工区(その1)
開削トンネル工事

H20.12～H25.12

三宝第4工区(その1)
開削トンネル及び
換気所新築工事

H21 9 H26 6

三宝第4工区(その2)
開削トンネル工事

H20.11～H24.7

南海電鉄へ委託

H21.1～H26.3

七道工区
開削トンネル工事

H21.2～H26.3

阪堺電気軌道へ
委託

H21.2～H25.12

遠里小野第1工区

開削トンネル工事

H20.7～H23.11

遠里小野第2工区

開削トンネル工事

H19.12～H24.8

縦断図

高規格堤防一体整備区間：3.1km

南
海

本

線

大

阪

堺
線

大
阪
和
泉
泉
南
線

阪神高速道路(株)事業区間：5.0km

阪
堺
電
気
阪
堺
線

南
海

高
野

線

断 面 図断 面 図

A断面A断面 B断面B断面 A断面A断面 B断面B断面

高規格堤防計画整備ライン

大和川

実施中の主な工種

・水平ルーフ工

・立坑構築

全工区にて工事が展開しており、
全工区で本体工事着手済み。

三宝第２工区
開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H21.4～H26.3

三宝第３工区(その１）

開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H20.12～H25.12

三宝第４工区(その１）

開削ﾄﾝﾈﾙ及び
換気所新築工事
H21.9～H26.6

三宝第４工区(その２）

開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H20.11～H24.7

南海本線との
立体交差工事

H21.1～H26.3

七道工区
開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H21.2～H26.3

阪堺線との
立体交差工事

H21.2～H25.12

遠里小野第１工区
開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H20.7～H23.11

遠里小野第２工区
開削ﾄﾝﾈﾙ工事

H19.12～H24.8

２．阪高大和川線（一体整備）地区の共同事業の進捗状況

完成ｲﾒｰｼﾞ断面（掘割区間）

完成ｲﾒｰｼﾞ断面（BOX区間）

高規格堤防

高規格堤防整備計画ライン

高規格堤防整備計画ライン

※進捗率（出来高ベース）：約３割（H23.2末時点）

高規格堤防一体整備区間：３．１km

阪神高速道路(株)事業区間：５．０km
※進捗率（出来高ベース）：約２割（H23.2末時点）
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①土留壁工

③函体工（鉄筋工）

遠里小野第１工区開削トンネル工事

撮影日：２００９．６．１１

遠里小野第１工区開削トンネル工事

撮影日：２０１０．１．２７

②掘削、支保工
遠里小野第１工区開削トンネル工事

撮影日：２００９．１１．４

④函体工

遠里小野第１工区開削トンネル工事

撮影日：２０１０．１０．２０

２．阪高大和川線（一体整備）地区の共同事業の進捗状況
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■渋滞状況図（H20年度平日平均）

平成21年度 阪神高速道路株
式会社 事業評価監視委員会

渋滞する都心部を迂回するルートの形成

・都心部の環状線や大阪港線では日常的に渋滞が発生している。阪神高速大和川線の利用により渋
滞区間を避けたルート選択が可能となる。

大阪湾岸
神戸方面

大阪南東部
阪和道・西名阪
南阪奈方面

従来は渋滞多発

区間を通過

大和川線により

渋滞にあわずに

通過可能に

３．共同事業（阪神高速大和川線）の整備効果

※平成２１年度 阪神高速道路株式会社事業評価監視委員会資料を基に作成

大和川線 整備前の交通ルート

大和川線 整備後の交通ルート
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松原JCT

関西空港

関西空港⇔
大阪市立大学
間の所要時間

16分短縮（27％減）

59分（湾岸線・一般道経由）

⇒43分（湾岸線・大和川線経由）

堺浜⇔松原JCT間の所要時間
16～22分短縮（57～65％減）

28分（大阪港線・松原線経由）

34分（一般道（大堀堺線）経由）

⇒12分（大和川線経由）

堺浜

拠点間のアクセス向上（所要時間の短縮）

・神戸方面と大阪南部・奈良方面との連携を強化。

・開発が進む堺浜や、大阪南港からの広域幹線道路網へのアクセスが向上。

・関西空港から沿線地域へのアクセスが向上。

※高速道路は規制速度又は設計速度、
一般道路は道路交通センサス旅行
速度を用いて算定

大阪南港

大阪市立大学

（シャープ新工場等）

（西名阪道奈良方面）

南港コンテナターミナル

大阪南港⇔松原JCT
間の所要時間
5分短縮（20％減）

25分（大阪港線・松原線経由）

⇒20分（大和川線経由）

天保山JCT

（湾岸線神戸方面）

天保山JCT
⇔松原JCT間の所要時間

5分短縮（22％減）

23分（大阪港線・松原線経由）

⇒18分（湾岸線・大和川線経由）

３．共同事業（阪神高速大和川線）の整備効果

※平成２１年度 阪神高速道路株式会社事業評価監視委員会資料を基に作成
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走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合 計

単年便益
（初年便益）

499億円 37億円 5億円 541億円

基準年における
現在価値 (Ｂ) 8,314億円 619億円 85億円 9,018億円

※平成２１年度 阪神高速道路株式会社事業評価監視委員会資料
※阪高大和川線（一体整備）地区高規格堤防整備区間3.1kmを含む阪神高速大和川線全区間9.7kmの評価

・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少など供用初年（H27）の便益は約500億円と試算。

便益

３．共同事業（阪神高速大和川線）の整備効果
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国土交通省と阪神高速道路株式会社は、高規格堤防と高速道路の一体整備に関する協定に基づ
き、「高規格堤防に起因する道路事業の増加費用」「両事業に係る移転補償の費用分担」などを
定めている。

道路単独施工イメージ（仮想案）①

高速道路事業部

現堤防

阪神高速大和川線

大和川

移転

【高規格堤防と高速道路の一体整備イメージ】

一体整備施工イメージ（現行案）②

高規格堤防整備事業単独部高速道路事業部

現堤防大和川

阪神高速大和川線 高規格堤防に起
因する増加費用
「②ｰ①（国負担）」

高規格堤防盛土 移転

「高速道路事業部」「高規
格堤防事業単独部」の事
業面積比率で移転補償

協定に基づき対処

４－１．高規格堤防と高速道路の一体整備に起因する影響
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近畿地方整備局近畿地方整備局

•国土交通省が事後的な予算措置（予算担保）の確約が出来ない状況下において、阪神高速道路株式会社は、
株式会社として理由の無い先出し支出による立替施工は困難である。

•また、株主（国、自治体）の理解も得られないことが懸念される。

•即ち、平成23年度予算措置を実施しないことは、そのまま事業が1年間遅延することに直結する。

•平成23年度の予算措置を実施することによって、仮に高規格堤防整備事業が事業廃止になった場合でも、現
在の道路構造を活用することにより、平成26年度の供用が可能となる。また、道路構造の見直しを行うより、
現行の道路構造を踏襲した方がコスト的に有利であることから、平成23年度予算の投資は無駄にはならない。

道路事業の平成26年度供用開始に必要となる最小限の対策は『函体等の構造物及び保護盛土』となる。そこ
で、平成23年度予算措置（案）は、高規格堤防整備事業の今後の展開に関わらず最小限の対策のうち『阪神高

速大和川線との一体整備に係る増加費用』を負担。高規格堤防整備のための盛土は行わない。

【平成23年度予算措置（案）の内容について】

高規格堤防整備計画ライン

高規格堤防整備のための盛土
（H23年度は実施しない）

浮力

上載荷重

高規格堤防整備に起因する
道路構造物の増加工事

４－１．高規格堤防と高速道路の一体整備に起因する影響

高規格堤防整備の有無に関わらず函体
が浮き上がらないために必要な保護盛土
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道路整備効果の発現遅延道路整備効果の発現遅延 周辺開発等への社会影響周辺開発等への社会影響

・供用の延期により、工場の操業や施設の集
客等への影響が予想されることから、経済的
な影響の波及が懸念される。

・Ｈ２３予算措置が無い場合には、最低１年間
の工事が遅延し、供用が遅れることから、道路
整備効果の発現が遅れることとなる。

・大阪都市再生環状道路のミッシングリンクの
解消が遅れる。

大阪南港トラックターミナル

シャープ堺工場

インテックス大阪ATC

WTC

長居スタジアム

イオンモール堺
北花田プラウ

堺浜シーサイドステージ

サッカー・ナショナル

トレーニングセンター

堺臨海地域

堺東駅西地域

H14：ワールドカ
ップ日韓大会

H19：世界陸上

南港コンテナターミナル

大阪中央卸売市場南港市場

堺駅西口地区市街地再開発事業

大泉緑地
堺浜中小企業クラスター

【シャープ堺工場】

世界最大規模（敷地面積約127
万m3：東京ドーム約28個分）の

液晶パネル、太陽電池パネル等
の生産工場。

年間約1,560万台（40型換算）の

液晶パネルの生産が可能。

大和川線

三
宝

Ｊ
Ｃ
Ｔ

三宝ランプ

シャープ堺工場

大和川

物流施設 
工業団地 

集客施設 

昭和 63 年頃まで

オープンの

時期 

平成 10 年頃まで

平成 21 年まで 

都市再生 
プロジェクト 

22

※SHARPのHPより引用

４－２．高速道路の供用遅延への影響

・阪神高速大和川線供用に伴う「走行時間短縮、走行
経費減少、交通事故減少など」の整備効果は、供用
初年度で年間約５００億円である。

・道路、港湾等のインフラ整備を前提とした周辺地域
の都市開発や工場立地が進展している。

大和高田線（松原市上田付近）

大堀堺線（堺市南清水町付近）
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阪神高速大和川線の料金収入の減少阪神高速大和川線の料金収入の減少 既契約工事に対する工事中止の影響既契約工事に対する工事中止の影響

・料金収入の減少により、経営・管理費用の確
保及び法定の償還計画への影響が生じる

借入金の利息

機構管理費等

建設費等
の債務返済

出資金

貸付料

等

料金収入

収入 支出

管理費等

貸付料＜

収入 支出

料
金
収
入
の
減
少

【阪神高速道路株式会社の経営バランスが崩れる】

・予算措置による資金の確保が出来なければ、
契約解除、損害賠償などへの対応が必要とな
る。

阪神高速道路株式会社の発注工事における
請負工事契約書の記載例

【甲：阪神高速道路（株）、乙：請負者】

（甲の解除権）

第４４条 甲は、乙が次の各号の一に該当するときは
、契約を解除することができる。・・・〈以下、省略〉・・・

第４５条 甲は、工事が完成するまでの間は、前条第
１項の規定によるほか、必要があるときは、契約を解
除することができる。

２ 甲は、前項の規定により契約を解除したことにより
乙に損害を 及ぼしたときは、その損害を賠償しなけ
ればならない。

４－２．高速道路の供用遅延への影響

・阪神高速道路株式会社の経営バランスは、「料金収入」と「貸
付料、管理費等の支出」により保たれている。

・供用が遅延することにより年間当たり数十億円単位の料金
収入の減少を試算しており、経営バランスが崩れることとなる。

道路整備特別措置法 第23条（料金の額等の基準）

３ 会社管理高速道路に係る料金の徴収期間の満了の日は、当該会社
管理高速道路に係る道路資産の貸付期間の満了の日と同一でなければ
ならない。この場合において、当該満了の日は、会社の成立の日から
起算して四十五年を超えてはならない。

【貸付料の45年以内の債務返済に影響が生じる】

・現在、９件の工事契約を締結し、事業を推進している。

・工事は３～５箇年、複数年の契約となっている 。
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国土交通省 阪神高速道路株式会社 関連事業者（堺市）

国土交通省

負担分の

工事費

国土交通省

負担分の

補償費

阪神高速(株)

負担分の

補償費

支払い

支払い

国土交通省

負担分の

補償費

阪神高速(株)

負担分の工事費

・国土交通省と阪神高速道路株式会社は、高規格堤防用地及び道路用地にかかる関連施設の移転補償に関し、必要と
なる用地面積の比率を用いて費用負担を設定し、協定を締結している。

・国土交通省は本協定を基に、関連事業者である三宝下水処理場、錦西保育所にかかる機能移転補償費用等を阪神高
速道路株式会社を通じて支払いを行っている。

・平成23年度は、三宝下水処理場への補償を行う。平成23年度の予算措置が中止された場合は、三宝下水処理場の機

能移転補償が不可能となることから、移転計画等に支障が発生する。

阪高大和川線（一体整備）地区における一体整備に係る費用（イメージ）

支払い

協定

阪神高速(株)

負担分の

補償費

国土交通省

負担分の

補償費

国土交通省

負担分の

工事費

４－３．補償費の費用負担に関する影響



-14-

近畿地方整備局近畿地方整備局

・平成23年度予算措置が中止された場合は、仮設水処理施設による暫定運用期間が延伸されることにより、非効率な管理期間が延びるため
管理コストが増大する。

・仮設水処理施設運用時には、処理能力が120,000m3/日から100,000m3/日に低下しており、平成23年度予算措置が中止された場合は、暫
定運用期間が延伸され、処理能力不足の長期化が余儀なくされる。

・暫定運用期間が延伸されることにより、地震や洪水等の災害時において脆弱な施設としての運用が長期化される。

高規格堤防整備範囲高規格堤防整備範囲

新施設

40,000m3/日

旧施設

80,000m3/日

新施設

40,000m3/日

仮設水処理施設

60,000m3/日

新施設

120,000m3/日

移転前（現状）

H23.6まで

120,000m3/日

移転完了時

H25以降

120,000m3/日

《施設運用の流れ》

機能移転

堺市単独施工 補償対象工事

暫定運用

H23.7～H24
100,000m3/日

暫定運用の影響・・・非効率な管理、処理能力の低下など

三宝下水処理場〔新施設〕

三宝下水処理場〔旧施設〕

大阪府道高速大和川線大阪府道高速大和川線

H22.9末の進捗率：約70%（発注金額ベース）大和川

汚泥施設整備

水処理施設整備

大和川ポンプ場整備

旧施設撤去

阪神高速大和川線整備

場内整備

高規格堤防盛土

H25年度H24年度 H26年度 H27年度H21年度 H22年度 H23年度工事名

平成25年度より

施設の本格運用開始

暫定運用期間

４－４．三宝下水処理場(堺市)への影響
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仮移転中の錦西保育所

【高規格堤防盛土後】

【仮移転前】

錦西保育所

一年遅れる

盛 土

擁 壁

地盤改良

阪神高速道路錦西保育所

平成23年度の予算措置が中止された場合は、保育所の開園が平成28年度となり、地元に約束している平成27年4月開
園ができなくなる。保育所の園児（約90人程度）の教育の継続性等にも支障となる。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

高規格堤防設計

保育所基本設計

地盤改良
盛土

保育所新築
工事・移転

盛土の安定期間、ライフライン接続等

保育所実施設計規模、機能の検討

保育所供用

平
成
 

年
度
開
園

28

開発許可申請
建築確認申請

予算措置停止

施設の本格
運用開始

開
園
予
定
（
平
成
27
年
度
）

開園延期

仮移転

４－５．錦西保育所(堺市)への影響

大
和
川

仮
移
転
地

阪神高速大和川線

錦西保育所（移転前）

錦西保育所（移転後）

阪
高

大
和

川
線








